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うち 

「きのう は 家の まえで 大騒ぎが ありまし たよ」 と、 半 

七 老人 は 云った。 

「どうし たんです。 何が あつたん です」 

「なにね、 五つば かりの 子供が 自転車に 櫟 かれたん で 

すよ。 この 横町の 煙草屋の 娘で、 可愛らしい 子で し 

たつけ が、 どこかの 会社の 若い 人の 乗って いる 自転車 

に 突き あたって …… 。 いえ、 死 にゃあし ませんで した 

きす 

けれど、 顔へ 疵を こしらえて …… 。 女の子で すから、 

あれが ひどい 引つ 吊りに ならなければ よう ござんす が 



た。 ふだんの 交際 も 広い ので、 義理で 顔 を 出す 人た ち 

も 多かった。 おまけに 師匠の 運の いいこと は、 前日 ま 

で 三日 も 四日 も 降り つづいた のに、 当日 は 朝から 拭つ 

たような 快晴に なって、 田 原屋の 庭に 咲き残つ ている 

八重桜 は うらら かな 暮春の 日 かげに 白く 光って いた。 

浚い は 朝の 四ッ時 (午前 十 時) から 始まった が、 自 

分に も 弟子が 多く、 したがって 番組が 多い ので、 とて 

も 昼のう ちに は 踊り 尽くせ まいと 思われた。 師匠 も 無 

論 その 覚悟で たくさんの 蠟燭を 用意 させて 置いた。 踊 

り 子の 親兄弟 や 見物の 人た ちで 広い 二階 は 押し合うよ 

うに 埋められて、 余った 人間 は 縁側まで こぼれ 出して 



俄か 天気の 三月 末の 暖気 は 急に のぼって、 若い 踊り 

子た ちの 顔 を 美しく 塗った 白粉 は、 滲み出る 汗の しず 

まだ こうけん 

くで 斑ら になった。 その後 見 を 勤める 師匠の 額に も 玉 

の 汗が ころげて いた。 その 混雑のう ちに 番数も だんだ 

ん 進んで、 夕の 七ッ時 (午後 四時) を 少し 過ぎた 頃に 

う つぼざる 

常 磐津の 「靭 猿」 の 幕が 明く ことにな つた。 踊り子 は 

むろん 猿 曳と女 大名と 奴と 猿との 四 人で ある。 内 弟 

子のお こよと 手伝いに 来た 女 師匠と が 手分け をして、 

早くから 四 人の 顔を栴 えて やった。 衣裳 も 着せて し 

まった。 もう 鬟 さえ かぶれば よいと いう ことにして 置 

いて、 二人 は ほっと 息をつく 間もなく、 いよいよ この 



つまって 来て、 残暑の まだ 強い 七月の 夜に 二つの 新ら 

しい 仏 を 守って いた。 

その 通夜の 席で、 一 軒 置いた 隣り の 紙 屑屋の 女房が 

こんな こと を 云い 出した。 この 女房 は 四、 五日 まえに 

七つになる 男の児 を 亡 つたので あった。 

「ほんとうに 判らない もんだ わね え。 うちの 子供が 

なくな 

歿リ ました 時には、 ここのお かみさんが 来て、 いろい 

ろお 世話 をして 下す つたのに、 そのお かみさんが 幾日 

も 経たない うちに こんな ことにな つ てし ま つて …… 。 

おまけに 由 ちゃんまで …… 。 まあ、 なんという ことで 

うち 

しょう。 家の 子 共 も 由 ちゃんと 丁せ K おなじように、 だ 



し 込んで 置く と、 水 は 管 を 伝って 一方の 末端から 噴き 

出す ので ある。 しかした だ 噴き出す ので は 面白くない 

ので、 そこに は 陶器の 蛙が 取り付け てあつて、 その 蛙 

の 口から 水 を 噴く ようになつ ている。 巧みに 出来て い 

るの は、 蛙の 口から 可な りに 高く 噴き あげる ので、 子 

供た ち はみ な 喜んで この 水 出し を もて あそんだ ので あ 

しら. 19 

る。 その 水 出しが 奉行所の 白洲へ 持ち出されて 厳重な 

なんぴと 

吟味の 種に なろうと は 何人も 思い設けぬ ことであった。 

紙 屑屋の 夫婦 は 先ず その 水 出しの 出 所を轧 された。 

そ の 玩具 は ど こで 買った かとい う 訊問に 対して 、 亭主 

の 五兵衛 は 恐る恐る 申し立てた。 



「実は この 水 出し は 買いました ので は ございません。 

よそから 貰いました ので ございます」 

「どこで 貰った。 正直に 云え」 と、 吟味 方の 与力 はか 

さ 

さねて 訊いた。 

ろうげ つちよう 

「芝、 露 月 町の 山城 屋 から 貰いました」 

山城 屋 というの は 其処で も 有名の 刀屋 である。 先月 

の 末に、 五兵衛が いつもの 通り 商売に 出て、 山城 屋の 

裏口へ ゆく と、 かねて 顔を識 つてい る 女中が 紙屑 を 

売って くれた 末に、 おまえの 家の 子供に これ を 持って 

行って やらない かと 云って、 かの 蛙の 水 出し を くれた。 

五兵衛 は よろこんで 貰って 帰って、 それ を 自分の 子 W 
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